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傷病名マスター 
（コード）の見直し 

 
ＩＣＤ－１０、メディス 
コードとの関連づけ 
 

現 状    平成１３年度  平成１４年度  平成１５年度  平成１６年度  平成１７年度  平成１８年度  

 

レセ電普及率 
 

レセプト件数の0.5% 
 

中間目標（病院レセプト）

５割以上  
 

目標（病院レセプト）

７割以上  

レセプトのオンライン

請 求 等 試 験 事 業
( 平成14年度予算案 )  
技術的検証、セキュリ

 ティー、費用対効果の

検証
 

大病院を中心に計画的推進 
（例： 病院のシステム更改時期に併せ導入促進。公的医療機関に対する参加要請） 

 

審査支払機関のシステムの改善・レベルアップ 
（例：ペーパーレス化、受付事務点検のＡＳＰ化） 

診 療 報 酬 情 報

提供サービス 
（ホームページ） 

基本マスタのダウン

ロードが可能 

個別指定制度の廃止 
（平成１３年１０月）

 

未実施都道府県の解消 

平成１３年度第２次補正

予算案で国立病院、特定機

能病院等のレセプト電算

化に要する経費を措置 

レセプト電算処理システム 工程表 


